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卒業生、 修了生諸君へ

学 長 中 嶋 嶺 雄
l1<I I；祭｜見！係 論

卒業＇i".• lri-�1；、｛｜まf生諸君！ おめでとう。 本学で

のう＇：IWkirriもまたたく問に終わって、今、新しい人

生の！”j 11＇，にi臨もうとしている諸君aの前途を似し、心

からのお佐びをrjlし上げたい。

就職して社会に旅立つ諸君も、進学や五十ア：をi）とめ

た，lFi�1；も、また官学を終えて帰同する訪れも、そし

てまたi/Ufく，�，山な古ι下期を過ごそうとする祁Ai；も、

これからはl’iらの責任で立ち、ぷ会�に向かつて大き

くJI�刻していってほしい。 優秀な諸れのことである

から、水いJ佼史と伝統を誇る本学の卒業生、修（ '''· 

にふさわしい佐かな人生を切り妬いていってくれる

ものと同：｛，；；している。

訪れもご／氏支IIのように、21111：紀を日JJfjにして、店、

たちの川II.Ht�とには今、大きな変動が起こっている。

このような変動に対応すべく、 社会のあらゆるう.Hf

で版本l切な改革と真に創造的な挑戦が不可欠になっ

ているといえよう。 そうしたなかで、凶際環境や的

出環境は、ますますボーダーレス化しつつある。 そ

のような変動の時代にこそ、 諸君が本学で学んだl i• 

,(ffゃ4〔l11JM'i科日がや；当に身についているのか、来た

してイf効性を持ち得ているのかが、いよいよこれか

ら本杭的に問われるのだ‘。 いずれにせよ、 2 l 世紀

の， .. ，際社会の担い手としての自覚をもって、それぞ

れの道をAll！：！に歩んで行ってほしい。

,mA1；の多くは、ili:い将来、 凶際交流や，，，，際銭円�！の

抗 ー紘に心：ち、｜王｜際的なリーダーのーμになってゆ

くであろう。 この場合のリーダーとは、「｜分のぷ凡

や与えをきちんと持ち、それを十分に去刷できるタト

jJ\j （；｛＼·のj草川能力を身につけた人材だといえよう。 そ

の｜際、民文化IM1 ·典文明間の文化l空際や文IYJのr�r突

が目立ち始めて

いる今日の国際

社会において、

諸君が本学で学

んだ学問的な帯

杭とノウハウは、

大いに有意味な

ものとなるに違

いなし、。 どうか

本学の卒業生、修了生としての誇りをもって、存分

に活躍していただきたい。

ところで、激動の凶｜際社会にあって忘れてはなら

ないことは、｜玉川：rr�関係における道主（morality）と

いう問題である。 この辺.lfとは、裂するに、グロー

パリズムの立場に立って一一グローパリズムについ

ては峨々な見方があるにせよ一一人知の公共JUを保

守し、発展させてゆくことだと,fl，は考えている。 そ

して、このような理念を欠如したまま同家エゴイズ

ムに身をゆだねる問民とその川家は、決して国際社

会の信頼を得られないであろう。 諸Aは、 この点に

留立してrtく世界に悦町・をIJf.Jき、当而の円本を、そ

して留学生諸君にあっては「｜分たちのり凶を品栴あ

る「山信頼社会Jにすべくう1- )Jしていただきたい。

最後に、諸君は2 l Ill：紀以初の本学の半業生、修

f生であるばかりか、本学が懸案のJ{.f r11新キャンパ

スへ移転してからii之初jの小：業／九 修f�＝.で、ある。 そ

のぷl床でも訪れは ーつの記念すべき｜丘切りを背負っ

て、いま2j王手：を去ってゆく。 そのl�I f-＇！をもって元気

に頑張ってほしし、。

諸君！ 本当におめでとう。
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「外大生＋αを目指して」

京アジアぶれ’＂＂五j,jff•.'/J文'1 {j'. 

宮西

気付けばあと3ヶJl J.Eらずで、 11 "l'-11\Jの）－.：·I1l:.i,ri

がその幕を閉じようとしています ここ点以外IEI副

大学で1t111<1訪を専攻してきた弘ですが、 ，， ) J からは

ソフトウJ二ア会社で、システムエンジニアとして働く

ことになりました 人ザ：
、11 NJには氾！像もしなかった

ことですコ

とりあえず先日以タいこMか，i·,rn·をil&J収的にやって

みたい、 といういいIJll減な動機で叉ι食した点点外大

の中同Rfr�1／攻で‘すが、 人ザイをのJ’·2業は氾！（象を絶する

ものでした。 －；担！11\Jに6コマの＇＇＇！Ill.ii\-、；，•；1] 1,I／攻の此

話2コマを加えれば祁午：はj.8に8コマ。 おまけにそ

の始どが、 J受業，，，にパシパシ、＇＇1 てられるので泣. （－刊

…と、 まるで、，·，＇：）校Ii.＼＇代の十三・米：に辿）J�りしたような感

覚でした。JO，＼�！終わるごとにi深されるテストの11’（！日j

には、 テキストにit\·I＆された10，＼足分のj:•J.丈をうそ白！Vil

えなくてはいけないため、，y・4えからすくい近くの在、の

ii=!llilkで、 ふ；人 .－；；；：で‘fl＆伐勉強会が行われたりもしま

した。

靖

，，，，世

くなL、Jという主Jiカ三次第に判つて1三ましたu ち ょう

どそれは、 息が卒業論文でrj1国のI T出来にやいて

調官しようと考え始めていた時期でした ｜’l 分のrjI 

で‘向車がH歯み合ったような気分でした。 5 JJ lには、

ノ？の内定先から「rj I凶語が話せるエンジニア が欲し

し、Jということで｜人j定通知を頂くことがfl\米 ま した。

：；� J[i'i,l.; i fl ！日jを行う中で気付ーいたのは、 外k1t=主：には

「MF/:

もちろん、 就Jf，説のためだけに、 というわけではあり

ません。�ffq'.: （ま最終的にはひとつのツールに し かな

らない場合が多いです。 そうしたII.＼＇に必ず「十 式frを

使ってMをするのか」が大切になってくると円、いま

す。 在、の場合はパソコンでしたが、 Mだって十いと

思います。

さて、 これを読んでいる方の＂ Iには、 むしも 「�ff

?Jがヤパイ！という方もいるのではないで し ょう

か。 私「｜身も、 内定先の会社の期待！こ）.�·.えられるだ

そんな話予ii'!けの｜｜々をあいに ふと気付ーいたら3 けの1111·1q語力が身についているかどうか？も ち 銭り

年生、 就職活動と卒業論文の凶IIを与ーえねばならな II.）＇川は3ヶ）Jありません。 さあ凶った！

し、11.'i')VJでした。 色々な就職↑11i-rHサイトになtkしては

みたものの、 膨大な：，：：の就職山知にj i感うばかり

背'Ii泊する＂IでII'.てきた ・つの選羽（J肢が「システムエ

ンジニアJでした れ二からパソコンをいじるのがH

きだった｜’l分だったら、 ·Iいいplij 1iri �＇I I干のイ上下にも

向いているだろうと与－えたのです システムエンジ

ニアの原則スケジュールはJI：’市に1,1.く、 2 JJの1ili下

にはllよ初の�ri；記試験のあ＇i民がすでに1111＼，、ていました

（部ちていました） が休みの11\Jも、 ー｜｜伐らず点

�；（各地を�I�けずり1111っていました . Jiで·iHiの片隅

では、 「r川f.] ,\frを3年11\Jずっとやっておきながら、

それが活かせない職業に就いてしまってl'J.いものだ

ろうか？」ともJJ・えていました。 そうしてi，�·助をK:N.

ける＂1で、 「i15.:i.!.l•は、 プログラムをJ Jたせるイl:·Fを

2 
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